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阿部美恵子（家政科 ３回生）　塚本　良子（家政科 ５回生）
斉藤　礼子（家政科１５回生）　西條るり子（家政科１５回生）

〈 退　職 〉
人間発達学科
 教　授 山口　榮一
 准教授 妹尾　知昭
 准教授 沼澤　清一
 特任講師 岩淵　摂子
 講　師 中村　俊哉
心理福祉学科
 講　師 松﨑吉之助
健康栄養学科
 特任教授 鈴木　裕一
 教　授 宮下ひろみ
グローバル・スタディーズ学科
　特任教授 植竹由美子
教務課 小山田真理子
国際交流センター
   鈴木　和裕
   浅野　香織
キャリアセンター
   鈴木　麻夕
保健室 津田美和子

〈 新　任 〉
人間発達学科
 特任教授 佐野　裕子
 任期付講師 千　　凡晋
 任期付講師 大木　葉子
 任期付講師 呂　　光暁

心理福祉学科
 任期付講師 中嶋みどり

事務局長 芳賀　　茂

教務課 栁　　愛子

国際交流センター
   千葉　智枝

保健室 原田　香奈

平成 29年度　会計報告
平成29年度　決算報告

平成30年度　予算（案）

繰 越 金（平成28年度）
終身会費（平成29年度）
年 会 費
利 　 息
特 別 収 入
入 会 式
会 議 費
総 会 費
会 報 費
慶 弔 費
事 務 費
特 別 事 業 費
予 備 費

15,770,466
4,095,000
92,000
509
0
0
0

604,400
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0

162,750
39,790
907,007
987,942
64,800

1,043,872
10,000

0

定期預金・普通預金を含む
女子大学 19回生（273 名）
通信費等
預金利息（普通・定期）

卒業記念品等
幹事会・役員会等
会場費・飲み物代等
会報印刷・郵送料等
花代（入学式・卒業式）・その他
電話料・文具・パート代等
ホームカミング・大学祭広告
その他

項　　目 収　入 支　出 備　　考

合　　計 20,562,375 3,216,161
平成 30 年 3月31日次度繰越金 17,346,214 円

繰 越 金
終 身 会 費
年 会 費
利 息
特 別 収 入
入 会 式
会 議 費
総 会 費
会 報 費
慶 弔 費
事 務 費
特 別 事 業 費
予 備 費

17,346,214
3,810,000
100,000
509
0
0
0

700,000
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0

200,000
50,000

1,100,000
1,200,000
100,000
1,300,000
50,000
500,000

定期預金・普通預金を含む
女子大学 20回生（254 名）
通信費等
預金利息（普通・定期）

卒業記念品等
幹事会・役員会等
会場費・飲み物代等
会報印刷・郵送料等
花代（入学式・卒業式）・その他
電話料・文具・パート代等
ホームカミング・大学祭広告等
同窓会発足 50 周年記念関連等

項　　目 収　入 支　出 備　　考

合　　計 21,956,723 4,500,000
差引次年度繰越予定額 17,456,723 円

　第49回同窓会総会は、平成29年６月４日（日）に仙台ロ
イヤルパークホテルにて開催されました。
　今回は、家政科25回生と英語科４回生が短大を卒業して
から25周年を迎えました。同窓会よりお心尽くしの記念品
を戴きました。改めて御礼申し上げます。遠方から参加し
てくれた同級生もおり、25年の空白を感じる事無く、近況
報告や思い出話に時が経つのを忘れる程でした。
　総会では、髙橋伸子先生の講演を拝聴し、先生方の熱意
あふれる授業に精一杯ついていこうとした事、英語劇や英
語のスピーチ大会、教会でのクリスマスミサ用クッキー作
り等に参加した事が思い起こされました。
　還暦のお祝いの皆様と同室で行った同期会では、家政科

の髙橋伸子先生、小村毅先生、千葉洋子先生、英語科の式
井久美子先生と芳野総子先生に御出席戴きまして、懐しい
思い出話に胸が熱くなりました。千葉洋子先生指揮による
出席者全員での「み母マリア」の合唱に、清浄な空気の中、
全員の心が一つになりました。
　また、通常とは異なる「逆ビンゴゲーム」では、１つも
開かなかった人が勝ちというルールに会場が笑顔と歓声に
包まれました。
　最後になりますが、この様な、かけがえの無い時を与え
て下さいました先生方、並びに御尽力戴きました皆様に厚
く御礼申し上げますと共に、母校並びに同窓会の益々の御
発展と皆様の御健康を心よりお祈り申し上げます。

仙台白百合女子大学19回生

人間発達学科

 Ａ 内出　依里／小川　朱音

 Ｂ 早坂　真由／藤井　虹花

心理福祉学科  遠藤　亜紀／志村　郁奈

健康栄養学科

 Ａ 五十嵐さと子／五十嵐有香

 Ｂ 武田　沙英／千葉　美咲

 グローバル・スタディーズ学科

 Ａ 佐々木彰子／坂元　美咲

 Ｂ 赤間　結衣／澁谷　　陽

新 幹 事 紹 介

　同窓会では、大学より提供いただいた同窓会名簿は
同窓会会報の発送と幹事へのお知らせのために利用さ
せていただいております。
　還暦祝い・25周年の祝い・同期会などの必要と認め
られる場合のご連絡については、代表者（学年幹事等）
の方に、使用目的の誓約書を提出していただくことを
お願いしております。
　このように、個人情報については適切に取り扱って
おります。
 住所・姓名に変更が生じた場合は、事務局までご連
絡ください。その際、下記の事項をお忘れなくご記入
の上、電話・ハガキまたはファックスにてお知らせくだ
さいますようお願いいたします。

記
●氏名（現・旧）　　●住所（現・旧）
●電話番号　　●学科・回生・クラス

【連絡先】
仙台白百合女子大学
仙台白百合短期大学　同窓会事務局

〒981-3107　仙台市泉区本田町６－１
TEL・FAX　（022）372-3595
（毎週木曜日開局）

同窓会事務局からのお知らせ

英語科 4回生　岡田　恵子同窓会総会に出席して
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　仙台白百合短期大学を卒業して早40年が経ち、矢口学長をはじ
め諸先生方、そして同窓会事務局の皆様に見守られながら、人生
の節目である還暦のお祝いをして頂き、その上一人ひとりに心の
込もった記念品を和田先生から頂戴し、大変嬉しく感謝の思いで
いっぱいです。心より厚く御礼申し上げます。
　卒業後初めて会う友、数年振りに会う友、遠方よりこの会の為
に集まってくれた友、本当に嬉しい限りでした。学生時代がよみ
がえり懐かしい話に花を咲かせたひと時でした。
　総会の中では、当時Ｃクラスの担任をされていらっしゃいまし
た髙橋伸子先生より「わたしのしらゆり時代―学生たちととも
に―」のテーマで講演を賜りました。私達が学生だった頃の授業
や実験の様子、エンジ色の三ッ揃いの制服姿、校内着として着用

した水色のジャンパースカートに白衣姿、体育祭や大学祭などの
沢山の思い出をスライドで拝見することができ、会場は大変盛り
上がりました。また、私達の健康と栄養にかかわる研究のお話も
頂きとても興味深く、学生の頃に戻って講義を受けているような
錯覚を覚えました。今回の講演の準備に大変ご苦労されたことと
思います。伸子先生に深く感謝いたします。現在の大学は私たち
の頃の短大から大きく発展し、新しく立派な美しいキャンパスと
なりましたが、短大の面影は同窓生一人ひとりの心の中に生き続
けていくと思います。「還暦を祝う会」の最後に千葉洋子先生の指
揮で出席者全員で「御母マリア」を歌いました。皆が直ぐに口ず
さむ歌声を聞き聖歌が体に染み込んでいることを感じ美しいハー
モニーに魅了されました。還暦を祝う会に出席できましたこと、
大変嬉しく感謝でいっぱいです。同窓生という繫がりを忘れずに
「白百合」の精神
と白百合での思い
出を大切にして、
これからの人生を
過ごしてまいりた
いと思います。母
校の益々のご発展
を心よりお祈り申
し上げます。

家政科 11回生　松本 あい子

　2017年度から学長の任をまかされて１年が経過しました。毎日
のように新たな案件が浮上し、未処理の文書を平積みしておくと
それを処理する前に次の文書が到着します。気がつくと、デスク
に複数の柱が乱立してしまいます。週末にはそれらを片付けます。
　18歳人口が激減し、大学をめぐる状況は悪化の一途です。若い
人が減っているのに、大学が多いのです。学生は交通の便がいい
都心部の、大きな、共学の総合大学に集まる傾向があります。高
校生もそのような大学を好むようです。
　わたし自身の体験と観察から、そうである必要はないと主張し
ます。大学院へ行きたいのなら、確かに都心部の総合大学がいい
でしょう。しかし学部生、つまり高校卒業後の大学４年間は、落
ち着いた小さな私立大学がベターなのです。女子大学ならさらに
いい。そこでこそ女性のリーダーが育つからです。
　人間が日常的に接し、意味のある人間関係を築ける人数の平均
は約150人と言われます。個人差はあっても、この数字は原始時代
から現在に至るまで余り変わっていません。したがって大都会の
３万人の大学に入学してもあまり意味はありません。かえって意

味のある人間関係ではなく、薄っぺらで拡散した人間関係しか築
けないかもしれません。JR新宿駅では１日に300万人以上の人が
通り過ぎます。でも、その雑踏の中で本当に意味のある人間関
係を築くことはできません。むしろ究極の孤独を感じることで
しょう。
　人間関係を構築する条件は、日常的に見知った関係になって
信頼感を得ることです。本大学では、教員、職員、学生とがお
互いを認識できる距離感を保つことができます。その中から、
意味のある人間関係を発見し、それを育てていくことができま
す。本学の緑溢れる自然や夕焼けの眺望はそのための環境です。
大人同士として関係を構築できるかどうかは、社会に出て活躍
するためには決定的に重要なことです。
　身内や後輩、ご友人に是非お勧めください。落ち着いた、小
規模の、国際的伝統を備えた仙台白百合女子大学こそが、意味
のある人間関係を築き、友情を育み、将来への準備をするため
の「最良の環境」であることを。そのことを世間はまだ知らな
いようです。OGの皆さんのお力添えをお願いする次第です。

　同窓生の皆様、ごきげんよう！
　昨年の会報でもお知らせしてございますが、今年６月10日（日）
に開かれます同窓会総会は仙台白百合女子大学の前身でござい
ます仙台白百合短期大学がこの泉の地に誕生して50年を迎えま
す。1966年（S.41）４月に短期大学が開学し、その２年後1968年
（S.43）３月に第一回生135名の同窓会入会式が行われ、6月16日
に第一回目の同窓会総会が開かれました、当時学部は家政科の
みでございましたが1987年（S.62）に英語科が併設され、また
1996年（H.８）に時代の要請に応えて仙台白百合女子大学が誕
生し短期大学は昇華統合されております。2000年（H.12）に女
子大学一回生を同窓生としてお迎えし現在に至っております。
一言で50年と申しましてもその間、聖パウロ修道女会のマ・スー
ル方をはじめとして教職員の皆様、卒業生の方々、この大学に
関わってこられました皆様方に支えられまして今日に至ってお
ります事を思い、心より感謝の気持ちでいっぱいでございます。
　現在、同窓会の顧問をお引き受けいただいております仙台白
百合短期大学第4代学長、仙台白百合女子大学初代学長をなさい
ましたSr.和田美稚子先生は仙台白百合短期大学記念誌「いのち

の泉」の中で「キリスト教精神に基づいて〈神のみ前に誠実に
生き、愛の心を持って人々に奉仕できる女性の育成〉」これこそ
は仙台白百合の教育の理念であります、と話しておられます。
また、本学を巣立つ若者が将来温かい家庭生活、堅実な社会生
活を営み社会に貢献できる人材となるよう心から期待していま
すと述べていらっしゃいます。私達同窓生もマ・スール方と母
校の大学に関わられた皆様方の思いに近づける様努力したいも
のと思っております。そしてこの事が東北地方で唯一のカトリッ
ク系女子大学のめざす姿ではないでしょうか。役員一同、50年
という歴史を心に止め、同窓会発展のために心を一つにして活
動してまいりますので会員の皆様、宜しくお願い申し上げます。

　1970年秋に着任した仙台白百合短期大学での４年半の体験は、
驚きと感動、懐かしい思い出の宝庫です。
　学生同士は無論のこと、教職員も全学生と知り合える少人数
の家庭的なキャンパスの「和やかさ」と、空き時間もない過密
カリキュラムの「厳しさ」の織り成すカラフルな２年間は、優
しくかつ逞しく、多様性受容ができる（グローバルな）女性を
育てたのだと思います。20年後の英語科増設にあたり、泉キャ
ンパスで過ごす機会が訪れた時、家政科の学生たちが、先輩と
しての誇りと自信に満ちて、英語科学生をリードする頼もしい
姿に、再び感動いたしました。新学科誕生に伴い、制服が廃止
され、講堂を始め、諸施設･設備が増設され、海外との交流も活
発になり、名実ともによりカラフルなキャンパスになりました。
さらに1996年、四年制大学（人間学部）に昇華し、質量ともに
より豊かなキャンパスとなり、卒業生たちが多方面にわたり、
信頼され、活躍されている現実を嬉しく見守らせていただいて
おります。
　同窓会から、英語科創設の折に贈られたモニュメント「天へ
の回廊」と創立25周年記念に寄贈された石碑「いのちの泉」は

創造主にまで届く人間の可能性と、その実現のためにイエス様
が約束してくださった「尽きない恵み」を証しする泉の宝でご
ざいます。同窓会設立50週年のお祝いにあたり「見る目に」カ
ラフルな大学を支える「見えない」建学の精神が、半世紀にわ
たり、広め・伝えられてきた足跡を懐かしく振り返り、改めて
感謝し、神様の豊かな祝福がありますようお祈り申しあげます。

還暦を祝う会

ごあいさつ

渡邉　博子

仙台白百合女子大学・仙台白百合短期大学
同窓会会長・家政科１回生

同窓生の皆様へ

矢口　洋生

仙台白百合女子大学　学長
同窓会名誉会長

よ　 ぶ

−カラフルなキャンパスから巣立ち−

式井　久美子

学校法人白百合学園　理事長

これまでの50年に感謝し、また、これからの同窓会の発展
を祈念して2018年（H.30）５月10日（木）午後2：00～大学
内にございます泉修道院の御聖堂におきまして石巻教区の
会津隆司神父様に依る「同窓会50周年感謝ミサ」を行って
いただく予定でおりますので、大勢の皆様方御参加くださ
います様御案内申し上げます。ご参加出来る方は５月７日
（月）まで、同窓会事務局へご連絡頂ければ幸いです。

同窓会から寄贈のモニュメント
「天への回廊」

同窓会から寄贈の石碑
「いのちの泉」
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　仙台白百合短期大学を卒業して早40年が経ち、矢口学長をはじ
め諸先生方、そして同窓会事務局の皆様に見守られながら、人生
の節目である還暦のお祝いをして頂き、その上一人ひとりに心の
込もった記念品を和田先生から頂戴し、大変嬉しく感謝の思いで
いっぱいです。心より厚く御礼申し上げます。
　卒業後初めて会う友、数年振りに会う友、遠方よりこの会の為
に集まってくれた友、本当に嬉しい限りでした。学生時代がよみ
がえり懐かしい話に花を咲かせたひと時でした。
　総会の中では、当時Ｃクラスの担任をされていらっしゃいまし
た髙橋伸子先生より「わたしのしらゆり時代―学生たちととも
に―」のテーマで講演を賜りました。私達が学生だった頃の授業
や実験の様子、エンジ色の三ッ揃いの制服姿、校内着として着用

した水色のジャンパースカートに白衣姿、体育祭や大学祭などの
沢山の思い出をスライドで拝見することができ、会場は大変盛り
上がりました。また、私達の健康と栄養にかかわる研究のお話も
頂きとても興味深く、学生の頃に戻って講義を受けているような
錯覚を覚えました。今回の講演の準備に大変ご苦労されたことと
思います。伸子先生に深く感謝いたします。現在の大学は私たち
の頃の短大から大きく発展し、新しく立派な美しいキャンパスと
なりましたが、短大の面影は同窓生一人ひとりの心の中に生き続
けていくと思います。「還暦を祝う会」の最後に千葉洋子先生の指
揮で出席者全員で「御母マリア」を歌いました。皆が直ぐに口ず
さむ歌声を聞き聖歌が体に染み込んでいることを感じ美しいハー
モニーに魅了されました。還暦を祝う会に出席できましたこと、
大変嬉しく感謝でいっぱいです。同窓生という繫がりを忘れずに
「白百合」の精神
と白百合での思い
出を大切にして、
これからの人生を
過ごしてまいりた
いと思います。母
校の益々のご発展
を心よりお祈り申
し上げます。

家政科 11回生　松本 あい子

　2017年度から学長の任をまかされて１年が経過しました。毎日
のように新たな案件が浮上し、未処理の文書を平積みしておくと
それを処理する前に次の文書が到着します。気がつくと、デスク
に複数の柱が乱立してしまいます。週末にはそれらを片付けます。
　18歳人口が激減し、大学をめぐる状況は悪化の一途です。若い
人が減っているのに、大学が多いのです。学生は交通の便がいい
都心部の、大きな、共学の総合大学に集まる傾向があります。高
校生もそのような大学を好むようです。
　わたし自身の体験と観察から、そうである必要はないと主張し
ます。大学院へ行きたいのなら、確かに都心部の総合大学がいい
でしょう。しかし学部生、つまり高校卒業後の大学４年間は、落
ち着いた小さな私立大学がベターなのです。女子大学ならさらに
いい。そこでこそ女性のリーダーが育つからです。
　人間が日常的に接し、意味のある人間関係を築ける人数の平均
は約150人と言われます。個人差はあっても、この数字は原始時代
から現在に至るまで余り変わっていません。したがって大都会の
３万人の大学に入学してもあまり意味はありません。かえって意

味のある人間関係ではなく、薄っぺらで拡散した人間関係しか築
けないかもしれません。JR新宿駅では１日に300万人以上の人が
通り過ぎます。でも、その雑踏の中で本当に意味のある人間関
係を築くことはできません。むしろ究極の孤独を感じることで
しょう。
　人間関係を構築する条件は、日常的に見知った関係になって
信頼感を得ることです。本大学では、教員、職員、学生とがお
互いを認識できる距離感を保つことができます。その中から、
意味のある人間関係を発見し、それを育てていくことができま
す。本学の緑溢れる自然や夕焼けの眺望はそのための環境です。
大人同士として関係を構築できるかどうかは、社会に出て活躍
するためには決定的に重要なことです。
　身内や後輩、ご友人に是非お勧めください。落ち着いた、小
規模の、国際的伝統を備えた仙台白百合女子大学こそが、意味
のある人間関係を築き、友情を育み、将来への準備をするため
の「最良の環境」であることを。そのことを世間はまだ知らな
いようです。OGの皆さんのお力添えをお願いする次第です。

　同窓生の皆様、ごきげんよう！
　昨年の会報でもお知らせしてございますが、今年６月10日（日）
に開かれます同窓会総会は仙台白百合女子大学の前身でござい
ます仙台白百合短期大学がこの泉の地に誕生して50年を迎えま
す。1966年（S.41）４月に短期大学が開学し、その２年後1968年
（S.43）３月に第一回生135名の同窓会入会式が行われ、6月16日
に第一回目の同窓会総会が開かれました、当時学部は家政科の
みでございましたが1987年（S.62）に英語科が併設され、また
1996年（H.８）に時代の要請に応えて仙台白百合女子大学が誕
生し短期大学は昇華統合されております。2000年（H.12）に女
子大学一回生を同窓生としてお迎えし現在に至っております。
一言で50年と申しましてもその間、聖パウロ修道女会のマ・スー
ル方をはじめとして教職員の皆様、卒業生の方々、この大学に
関わってこられました皆様方に支えられまして今日に至ってお
ります事を思い、心より感謝の気持ちでいっぱいでございます。
　現在、同窓会の顧問をお引き受けいただいております仙台白
百合短期大学第4代学長、仙台白百合女子大学初代学長をなさい
ましたSr.和田美稚子先生は仙台白百合短期大学記念誌「いのち

の泉」の中で「キリスト教精神に基づいて〈神のみ前に誠実に
生き、愛の心を持って人々に奉仕できる女性の育成〉」これこそ
は仙台白百合の教育の理念であります、と話しておられます。
また、本学を巣立つ若者が将来温かい家庭生活、堅実な社会生
活を営み社会に貢献できる人材となるよう心から期待していま
すと述べていらっしゃいます。私達同窓生もマ・スール方と母
校の大学に関わられた皆様方の思いに近づける様努力したいも
のと思っております。そしてこの事が東北地方で唯一のカトリッ
ク系女子大学のめざす姿ではないでしょうか。役員一同、50年
という歴史を心に止め、同窓会発展のために心を一つにして活
動してまいりますので会員の皆様、宜しくお願い申し上げます。

　1970年秋に着任した仙台白百合短期大学での４年半の体験は、
驚きと感動、懐かしい思い出の宝庫です。
　学生同士は無論のこと、教職員も全学生と知り合える少人数
の家庭的なキャンパスの「和やかさ」と、空き時間もない過密
カリキュラムの「厳しさ」の織り成すカラフルな２年間は、優
しくかつ逞しく、多様性受容ができる（グローバルな）女性を
育てたのだと思います。20年後の英語科増設にあたり、泉キャ
ンパスで過ごす機会が訪れた時、家政科の学生たちが、先輩と
しての誇りと自信に満ちて、英語科学生をリードする頼もしい
姿に、再び感動いたしました。新学科誕生に伴い、制服が廃止
され、講堂を始め、諸施設･設備が増設され、海外との交流も活
発になり、名実ともによりカラフルなキャンパスになりました。
さらに1996年、四年制大学（人間学部）に昇華し、質量ともに
より豊かなキャンパスとなり、卒業生たちが多方面にわたり、
信頼され、活躍されている現実を嬉しく見守らせていただいて
おります。
　同窓会から、英語科創設の折に贈られたモニュメント「天へ
の回廊」と創立25周年記念に寄贈された石碑「いのちの泉」は

創造主にまで届く人間の可能性と、その実現のためにイエス様
が約束してくださった「尽きない恵み」を証しする泉の宝でご
ざいます。同窓会設立50週年のお祝いにあたり「見る目に」カ
ラフルな大学を支える「見えない」建学の精神が、半世紀にわ
たり、広め・伝えられてきた足跡を懐かしく振り返り、改めて
感謝し、神様の豊かな祝福がありますようお祈り申しあげます。

還暦を祝う会

ごあいさつ

渡邉　博子

仙台白百合女子大学・仙台白百合短期大学
同窓会会長・家政科１回生

同窓生の皆様へ

矢口　洋生

仙台白百合女子大学　学長
同窓会名誉会長

よ　 ぶ

−カラフルなキャンパスから巣立ち−

式井　久美子

学校法人白百合学園　理事長

これまでの50年に感謝し、また、これからの同窓会の発展
を祈念して2018年（H.30）５月10日（木）午後2：00～大学
内にございます泉修道院の御聖堂におきまして石巻教区の
会津隆司神父様に依る「同窓会50周年感謝ミサ」を行って
いただく予定でおりますので、大勢の皆様方御参加くださ
います様御案内申し上げます。ご参加出来る方は５月７日
（月）まで、同窓会事務局へご連絡頂ければ幸いです。

同窓会から寄贈のモニュメント
「天への回廊」

同窓会から寄贈の石碑
「いのちの泉」
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同窓会設立 50 周年にむけて先生方よりお言葉を頂きました

演　題：「教育を支える霊性―アウグスティヌスの『心の眼』―」
講　師：田中　智志 氏（東京大学大学院教授）
日　時：2018年７月14日（土）13：30 ～ 15：30
場　所：本学講堂
申込み方法：氏名（ふりがな）、郵便番号、住所、電話番号をご

記入の上、はがき・FAXまたはEメールで下記ま
でお申し込みください。

カトリック研究所 第 31 回公開講座

演　題：「いのちへのまなざし」
講　師：幸田　和生 氏（カトリック東京大司教区補佐司教）
日　時：2018年５月26日（土）13：30 ～ 15：30
場　所：123室（１号館２階）
申込み・受講料：不要

カトリック研究所 2018 年度 第 1 回研究会

演　題：「新しい脂質栄養学～本当に脂質は悪者ですか？～」
講　師：大久保　剛（健康栄養学科准教授）　
日　時：６月16日（土）10：30 ～ 12：00

演　題：「作家と食べもの」
講　師：大本　泉（グローバルスタディーズ学科教授）
日　時：６月23日（土）13：00 ～ 14：30

演　題：「『夜と霧』に学ぶ“生きる意味”」
講　師：加藤　美紀（カトリック研究所所長）
日　時：７月21日（土）10：30 ～ 12：00

学都仙台コンソーシアム
サテライトキャンパス講座

（場所：仙台市市民活動サポートセンター）

演　題：「食と健康―ロコモに負けないからだづくり―」全４回

①「実践編 1：筋肉量アップのための献立実習」  
講　師：高澤　まき子（健康栄養学科准教授）
　　　　矢島　由佳（健康栄養学科助教）
日　時：６月30日（土）10：00 ～ 12：30
※調理実習を行いお昼に試食します。（エプロン、三角巾、
実習用靴をお持ちください。）

②「ロコモへの道：筋肉の一生」
講　師：鈴木　裕一（元 健康栄養学科特任教授）
日　時：６月30日（土）13：00 ～ 15：00

③「ロコモって？―筋肉量を増やすための栄養素とは―」
講　師：氏家　幸子（健康栄養学科准教授）
日　時：７月７日（土）10：00 ～ 12：30
※お弁当をこちらで用意します。栄養素を調べた後で試食します。

④「実践編 2：筋力をアップしてみよう」
講　師：山城　秋美（健康栄養学科准教授）
日　時：７月７日（土）13：00 ～ 15：30
※運動できる服、運動靴、水分補給のための飲み物をお持
ちください。

みやぎ県民大学講座
（場所：仙台市白百合女子大学）申込み締切６月22日（金）

　2018年度後期に、加藤一二三客員教授の講演会開催を予定しております。詳細については本学HPにてお知らせいたします。

加藤一二三客員教授講演会

　同窓会50周年、誠におめでとうございます。また、いつも盛大
な同窓会にご招待頂き、改めて同窓生の皆様に感謝申し上げます。
　さて、私は48年間もの長きに亘り勤めさせて戴いたため、思い
出は多々あります。が、紙面の制限があるので、次の二つのこと
に絞ってみました。最初は、短大入学式等の会場に何と「大講義室」
を利用していた頃のなつかしい話です。そこで行われた或る入学
式で司会者が閉会の辞の際「これをもちまして卒業式を終了しま
す」と誤って言ったため、場内からドッと爆笑を買うハプニング
が起こりました。これには、入学式の一ヶ月前に立て続けに卒業
の名の付く関連行事（卒業ミサや卒業式リハーサル等）が行われ
たばかりという背景のあったことが影響したためとも思われます。

　次は、本学周辺の小さな自然の恵みの話です。先ず何と言って
も、春に鮮やかに咲く桜の花は私達の心を和ましてくれる存在で
もありました。また、校舎の裏手に白ユリの花が群をなして咲い
ていたのも印象的でした。さらに私が旧校舎４階の研究室へ移り
住んだ頃、北側の窓から裏山が一望できたため、以下の様々な生
物の現われる様子・営みを時折り観察することがあり、私のささ
やかな楽しみとなりました。山中を飛び跳ねる野ウサギや月光に
照らされ旧門に辿り着いた巨大ながまガエル、ゴミ焼却場で餌あ
さりするタヌキ、そしてヘビに尻尾と片足を咬まれながらも危機
一髪で助かったびっこ足姿の子猫等です。自然の宝庫とも言える
この裏山は、興味の引かれる思い出深いものでした。

同窓会 50 周年に向けて−白百合の想出−

小村　毅

　「仙台白百合短期大学・女子大学同窓会」創立50周年、おめで
とうございます！
　仙台白百合短期大学卒業１回生135名は後輩達の道しるべとし
て、「同窓会」を創設したのであろう。「少しのことにも、先達は
あらまほしき事なり」とも、私は思う。
　あれから50年の時を経て、同窓会は、毎年300余名の卒業生が
加わり、発展の一途を辿っている。ひとえに多くの同窓生達が心
を一つに前進する誠実な姿勢を脈々と続けているからである。ま
た、同窓生達が社会のそれぞれの場で忍耐強く努力を重ね極めな
がら活躍していることが、同窓会の発展に寄与することともなり、
これからの飛躍が期待される。
　私は皆様の同窓会に参加した折、同窓生達が先輩、後輩の垣根

をこえて交流する姿を垣間見、ほほえましく思い、また、和やかさ
が漂う雰囲気に心が癒され幸せな気持ちになり帰途に着いている。
　さて、同窓会の皆様は真のお友達はいますか。荘子は「真の友」
を持つには「水のごとく淡くして以て親しむ」こと、という。
　自分の心を明鏡にしてつきあえば「真の友」がつくれると思う
し、学舎だけでなく、同窓会でも出会いを大切に、真のお友達を
つくって欲しいですね。
　仙台白百合短期大学・女子大学同窓会の皆様がこれからも幸せ
で輝いた人生をおくれるように、そして同窓会の一層の発展を祈
念している。
　同窓生の皆達と共に50周年を祝うことができたことに感謝して。

おめでとうございます－感謝－

髙橋　伸子

　仙台白百合女子大学・仙台白百合短期大学同窓会の発足50周
年の航跡心からお慶び申し上げます。また毎年、同窓会及び同
窓会の多くの会員が参加されている「カリタスの丘後援会」から
は多大な寄付を賜り介護機器の整備などに寄与させてもらって
いることに改めて感謝申し上げます。
　1968年３月、第１回同窓会入会式があり、卒業生は「～ますま
す人格形成に心を尽くし、人々への奉仕に努めることをお約束し
ます。～」と宣言しました。学長先生からは『「世の光・地の塩」
となり社会に貢献できる人間となる事を希望しております』とお
言葉がありました。この宣言とお言葉は本学の建学の理念を旅立

ちされる卒業式に新たな気持ちで確認されたということでしょう。
　大学はその独自性と創造性が求められ、聖域ではありますがそ
の地域の一員でもあります。何かデシデントでも起きればお互い
に助け合う間柄になります。例えば３.11の時には多くの学生達が
ボランティアに参加し、地域の人たちには介護物資などを提供し
ました。普段の建学の理念が学生達にいつの間にか浸透していた
わけです。卒業されて地域社会に旅立つということは、この本学
の建学の理念が一人ひとりの人格の一部となり地域化し、更には
社会化していくことになります。
　同窓会が大学とともにますますの発展をされることをお析りします。

建学精神の地域化

半田　芳吉

社会福祉法人　仙台白百合会
高齢者福祉複合施設「カリタスの丘」　理事長

・・・

・・
・・ ・・

・
・・

講座の申込み・問合せ先　仙台白百合女子大学図書館
〒981-3107　仙台市泉区本田町6-1
【TEL】022（374）5090　【FAX】022（374）4577　【E-mail】library@sendai-shirayuri.ac.jp

※講座は全て無料です。

　カトリック研究所では、文化功労者で同研究所所長を務めた、故・岩田靖夫名誉教授の蔵書を収めた「岩
田靖夫文庫」を2017年２月、本学５号館４階研究所内に開設いたしました。
　同文庫にはご遺族様よりご遺贈いただいた学術書3000冊が収められています。岩田先生のご専門である
古代ギリシア哲学から、ハイデッガー、レヴィナスなどの現代哲学まで、さらにはキリスト教思想や仏教
思想などの宗教書を含みます。丹念な書き込み、線引きがなされたものも多く、岩田先生の探求の軌跡が
伺える興味深い内容ですので、多くの皆様のご利用をお待ちしております。

◎カトリック研究所（５号館４階）
　【開 室 時 間】10時～16時、休室日　土・日曜および祝日
　【お問い合せ】図書館 TEL 022（374）5090

岩田靖夫文庫開設
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同窓会設立 50 周年にむけて先生方よりお言葉を頂きました

演　題：「教育を支える霊性―アウグスティヌスの『心の眼』―」
講　師：田中　智志 氏（東京大学大学院教授）
日　時：2018年７月14日（土）13：30 ～ 15：30
場　所：本学講堂
申込み方法：氏名（ふりがな）、郵便番号、住所、電話番号をご

記入の上、はがき・FAXまたはEメールで下記ま
でお申し込みください。

カトリック研究所 第 31 回公開講座

演　題：「いのちへのまなざし」
講　師：幸田　和生 氏（カトリック東京大司教区補佐司教）
日　時：2018年５月26日（土）13：30 ～ 15：30
場　所：123室（１号館２階）
申込み・受講料：不要

カトリック研究所 2018 年度 第 1 回研究会

演　題：「新しい脂質栄養学～本当に脂質は悪者ですか？～」
講　師：大久保　剛（健康栄養学科准教授）　
日　時：６月16日（土）10：30 ～ 12：00

演　題：「作家と食べもの」
講　師：大本　泉（グローバルスタディーズ学科教授）
日　時：６月23日（土）13：00 ～ 14：30

演　題：「『夜と霧』に学ぶ“生きる意味”」
講　師：加藤　美紀（カトリック研究所所長）
日　時：７月21日（土）10：30 ～ 12：00

学都仙台コンソーシアム
サテライトキャンパス講座

（場所：仙台市市民活動サポートセンター）

演　題：「食と健康―ロコモに負けないからだづくり―」全４回

①「実践編 1：筋肉量アップのための献立実習」  
講　師：高澤　まき子（健康栄養学科准教授）
　　　　矢島　由佳（健康栄養学科助教）
日　時：６月30日（土）10：00 ～ 12：30
※調理実習を行いお昼に試食します。（エプロン、三角巾、
実習用靴をお持ちください。）

②「ロコモへの道：筋肉の一生」
講　師：鈴木　裕一（元 健康栄養学科特任教授）
日　時：６月30日（土）13：00 ～ 15：00

③「ロコモって？―筋肉量を増やすための栄養素とは―」
講　師：氏家　幸子（健康栄養学科准教授）
日　時：７月７日（土）10：00 ～ 12：30
※お弁当をこちらで用意します。栄養素を調べた後で試食します。

④「実践編 2：筋力をアップしてみよう」
講　師：山城　秋美（健康栄養学科准教授）
日　時：７月７日（土）13：00 ～ 15：30
※運動できる服、運動靴、水分補給のための飲み物をお持
ちください。

みやぎ県民大学講座
（場所：仙台市白百合女子大学）申込み締切６月22日（金）

　2018年度後期に、加藤一二三客員教授の講演会開催を予定しております。詳細については本学HPにてお知らせいたします。

加藤一二三客員教授講演会

　同窓会50周年、誠におめでとうございます。また、いつも盛大
な同窓会にご招待頂き、改めて同窓生の皆様に感謝申し上げます。
　さて、私は48年間もの長きに亘り勤めさせて戴いたため、思い
出は多々あります。が、紙面の制限があるので、次の二つのこと
に絞ってみました。最初は、短大入学式等の会場に何と「大講義室」
を利用していた頃のなつかしい話です。そこで行われた或る入学
式で司会者が閉会の辞の際「これをもちまして卒業式を終了しま
す」と誤って言ったため、場内からドッと爆笑を買うハプニング
が起こりました。これには、入学式の一ヶ月前に立て続けに卒業
の名の付く関連行事（卒業ミサや卒業式リハーサル等）が行われ
たばかりという背景のあったことが影響したためとも思われます。

　次は、本学周辺の小さな自然の恵みの話です。先ず何と言って
も、春に鮮やかに咲く桜の花は私達の心を和ましてくれる存在で
もありました。また、校舎の裏手に白ユリの花が群をなして咲い
ていたのも印象的でした。さらに私が旧校舎４階の研究室へ移り
住んだ頃、北側の窓から裏山が一望できたため、以下の様々な生
物の現われる様子・営みを時折り観察することがあり、私のささ
やかな楽しみとなりました。山中を飛び跳ねる野ウサギや月光に
照らされ旧門に辿り着いた巨大ながまガエル、ゴミ焼却場で餌あ
さりするタヌキ、そしてヘビに尻尾と片足を咬まれながらも危機
一髪で助かったびっこ足姿の子猫等です。自然の宝庫とも言える
この裏山は、興味の引かれる思い出深いものでした。

同窓会 50 周年に向けて−白百合の想出−

小村　毅

　「仙台白百合短期大学・女子大学同窓会」創立50周年、おめで
とうございます！
　仙台白百合短期大学卒業１回生135名は後輩達の道しるべとし
て、「同窓会」を創設したのであろう。「少しのことにも、先達は
あらまほしき事なり」とも、私は思う。
　あれから50年の時を経て、同窓会は、毎年300余名の卒業生が
加わり、発展の一途を辿っている。ひとえに多くの同窓生達が心
を一つに前進する誠実な姿勢を脈々と続けているからである。ま
た、同窓生達が社会のそれぞれの場で忍耐強く努力を重ね極めな
がら活躍していることが、同窓会の発展に寄与することともなり、
これからの飛躍が期待される。
　私は皆様の同窓会に参加した折、同窓生達が先輩、後輩の垣根

をこえて交流する姿を垣間見、ほほえましく思い、また、和やかさ
が漂う雰囲気に心が癒され幸せな気持ちになり帰途に着いている。
　さて、同窓会の皆様は真のお友達はいますか。荘子は「真の友」
を持つには「水のごとく淡くして以て親しむ」こと、という。
　自分の心を明鏡にしてつきあえば「真の友」がつくれると思う
し、学舎だけでなく、同窓会でも出会いを大切に、真のお友達を
つくって欲しいですね。
　仙台白百合短期大学・女子大学同窓会の皆様がこれからも幸せ
で輝いた人生をおくれるように、そして同窓会の一層の発展を祈
念している。
　同窓生の皆達と共に50周年を祝うことができたことに感謝して。

おめでとうございます－感謝－

髙橋　伸子

　仙台白百合女子大学・仙台白百合短期大学同窓会の発足50周
年の航跡心からお慶び申し上げます。また毎年、同窓会及び同
窓会の多くの会員が参加されている「カリタスの丘後援会」から
は多大な寄付を賜り介護機器の整備などに寄与させてもらって
いることに改めて感謝申し上げます。
　1968年３月、第１回同窓会入会式があり、卒業生は「～ますま
す人格形成に心を尽くし、人々への奉仕に努めることをお約束し
ます。～」と宣言しました。学長先生からは『「世の光・地の塩」
となり社会に貢献できる人間となる事を希望しております』とお
言葉がありました。この宣言とお言葉は本学の建学の理念を旅立

ちされる卒業式に新たな気持ちで確認されたということでしょう。
　大学はその独自性と創造性が求められ、聖域ではありますがそ
の地域の一員でもあります。何かデシデントでも起きればお互い
に助け合う間柄になります。例えば３.11の時には多くの学生達が
ボランティアに参加し、地域の人たちには介護物資などを提供し
ました。普段の建学の理念が学生達にいつの間にか浸透していた
わけです。卒業されて地域社会に旅立つということは、この本学
の建学の理念が一人ひとりの人格の一部となり地域化し、更には
社会化していくことになります。
　同窓会が大学とともにますますの発展をされることをお析りします。

建学精神の地域化

半田　芳吉

社会福祉法人　仙台白百合会
高齢者福祉複合施設「カリタスの丘」　理事長

・・・

・・
・・ ・・

・
・・

講座の申込み・問合せ先　仙台白百合女子大学図書館
〒981-3107　仙台市泉区本田町6-1
【TEL】022（374）5090　【FAX】022（374）4577　【E-mail】library@sendai-shirayuri.ac.jp

※講座は全て無料です。

　カトリック研究所では、文化功労者で同研究所所長を務めた、故・岩田靖夫名誉教授の蔵書を収めた「岩
田靖夫文庫」を2017年２月、本学５号館４階研究所内に開設いたしました。
　同文庫にはご遺族様よりご遺贈いただいた学術書3000冊が収められています。岩田先生のご専門である
古代ギリシア哲学から、ハイデッガー、レヴィナスなどの現代哲学まで、さらにはキリスト教思想や仏教
思想などの宗教書を含みます。丹念な書き込み、線引きがなされたものも多く、岩田先生の探求の軌跡が
伺える興味深い内容ですので、多くの皆様のご利用をお待ちしております。

◎カトリック研究所（５号館４階）
　【開 室 時 間】10時～16時、休室日　土・日曜および祝日
　【お問い合せ】図書館 TEL 022（374）5090

岩田靖夫文庫開設
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家
政
科　
10
回
生�

浅　
野　
朗　
子

　
仙
台
白
百
合
短
期
大
学
を
卒
業
し
て
四
十
年
の

歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。

　
懐
か
し
い
想
い
出
を
紐
解
く
た
め
、
学
生
会
が

編
集
委
員
と
な
り
発
刊
し
た
機
関
誌「
葦
」五
号
を
、

何
十
年
か
振
り
に
手
に
と
り
ま
し
た
。

　
表
紙
を
め
く
る
と
、
春
の
美
し
い
桜
を
背
景
に

校
舎
と
校
歌
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。

　
還
暦
を
過
ぎ
た
か
ら
こ
そ
思
う
の
で
し
ょ
う
か
。

気
高
か
く
一
途
な
思
い
さ
え
匂
う
、
こ
の
歌
詞
こ

そ
が
白
百
合
で
学
ぶ
学
生
の
心
に
刻
ざ
む
べ
き
精

神
な
の
だ
と
新
た
め
て
胸
を
熱
く
し
ま
し
た
。

　
私
が
学
生
会
役
員
だ
っ
た
そ
の
時
期
「
葦
」
は

四
年
間
発
行
が
途
絶
え
て
お
り
ま
し
た
。
創
学
十

周
年
を
迎
え
た
大
き
な
節
目
に
、
諸
先
生
、
学
生
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
復
活
さ
せ
て
頂
い
た
時
に

は
、本
当
に
感
謝
で
し
た
。
関
わ
っ
た
皆
様
の
「
恩
」

が
織
り
な
さ
れ
て
い
る「
葦
」五
号
は
私
の
宝
で
す
。

　

同
窓
会
五
十
周
年
の
記
念
に
心
よ
り
「
神
恩
・

師
恩
・
親
恩
」
の
言
葉
を
皆
様
に
贈
ら
せ
て
頂
き

ま
す
。

英
語
科　
４
回
生

�

齋　
藤　
　
　
陽
（
旧
姓�

蓮
沼
）

　
卒
業
し
て
二
十
五
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
私
が
学

生
だ
っ
た
頃
は
、
仙
台
ー
泉
中
央
間
は
地
下
鉄
が

通
っ
て
い
た
の
で
、
通
学
は
と
て
も
便
利
で
し
た
。

学
校
の
周
り
は
田
ん
ぼ
ば
か
り
だ
っ
た
の
に
、
い

つ
の
間
に
か
次
々
と
店
が
建
ち
並
び
、
道
路
も
整

備
さ
れ
、
近
代
化
が
進
み
ま
し
た
。
現
在
の
白
百

合
の
学
生
達
と
私
の
子
供
は
同
じ
位
の
年
齢
な
の

で
、
ず
い
分
長
い
月
日
が
た
っ
た
ん
だ
な
と
思
い

ま
す
。
白
百
合
の
歴
史
と
と
も
に
歩
ん
で
こ
れ
た

こ
と
を
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

家
政
科　
28
回
生�

佐　
藤　
千　
代
（
旧
姓�

南
）

「
従
順
・
勤
勉
・
愛
徳
」

　
同
窓
会
設
立
50
周
年
に
際
し
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
昭
和
62
年
よ

り
平
成
６
年
ま
で
、
中
学
・
高
校
・
短
大
の
８
年
間
を
「
仙
台
白
百
合
」
で
過

ご
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
得
た
学
び
や
、
そ
の
頃
出
合
っ
た
友
人
は
、
今
で
も
私

の
宝
物
で
す
。

　
現
在
私
は
、
主
人
が
経
営
す
る
創
業
２
０
０
余
年
の
葬
儀
社
、
株
式
会
社
ご

ん
き
や
に
て
取
締
役
を
務
め
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
「
従
順
・
勤
勉
・
愛
徳
」

の
精
神
に
則
り
社
会
貢
献
に
努
め
る
と
共
に
弊
社
９
代
目
予
定
者
と
な
る
息
子

を
大
切
に
育
て
て
参
り
ま
す
。

家
政
科　
12
回
生

�

小
山
田　
真
理
子

二
年
間
の
し
あ
わ
せ

　
同
窓
会
設
立
五
十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
目
を
閉
じ
て
、
短
大
生
の
頃
を
思
う
と
、
藤
田

洋
子
学
長
様
の
強
く
お
優
し
い
歌
声
♫
マ
リ
ア
さ

ま
の
こ
こ
ろ
♫
が
流
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
和
田
せ

つ
先
生
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
「
イ
ロ
リ
メ
フ
ス

ト
バ
」
必
須
ア
ミ
ノ
酸
の
お
ま
じ
な
い
が
、
ポ
ッ

と
浮
か
び
ま
し
た
。

　
　
イ･･･

イ
ソ
ロ
イ
シ
ン

　
　
ロ･･･

ロ
イ
シ
ン

　
　
リ･･･

リ
ジ
ン

　
　
メ･･･

メ
チ
オ
ニ
ン

　
　
フ･･･

フ
ェ
ニ
ー
ル
ア
ラ
ニ
ン

　
　
ス･･･

ス
レ
オ
ニ
ン

　
　
ト･･･

ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン

　
　
バ･･･

バ
リ
ン

　
心
の
糧
と
な
る
メ
ロ
デ
ィ
や
、
一
所
懸
命
学
ん

だ
思
い
出
が
あ
る
こ
と
を
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

　
母
校
の
同
窓
会
の
輪
が
、
白
百
合
で
育
ま
れ
た

愛
の
心
に
よ
り
、
大
き
く
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

家
政
科　
14
回
生

�

磯　
部　
美
津
子
（
旧
姓
・
赤
崎
）

ご
き
げ
ん
よ
う

　
短
大
卒
業
し
て
、
早
や
三
十
七
年
に
な
り

ま
し
た
。
子
供
達
も
、
独
立
し
、
主
人
・
祖

母
と
三
人
で
暮
し
て
い
ま
す
。

　
同
窓
会
よ
り
原
稿
の
依
頼
が
あ
り
、
卒
業

ア
ル
バ
ム
を
開
い
た
瞬
間
、
懐
か
し
い
日
々

が
、
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。
学
校
の
帰
り
、

友
達
と
七
北
田
の
喫
茶
店
で
、
コ
ー
ヒ
ー
と

サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
を
食
べ
に
よ
く
行
っ
て
ま

し
た
。
ち
ょ
っ
ぴ
り
ほ
ろ
苦
い
味
が
、
心
地

良
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
昔

の
思
い
出
を
、
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

人
間
発
達
学
科　
11
回
生

�

大　
貫　
　
　
舞
（
旧
姓�

佐
々
木
）

　
私
の
大
学
時
代
の
思
い
出
に
つ
い
て
、
い

く
つ
か
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
学
生
時
代
に
お
け
る
自
己
管

理
で
す
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で
講
義
を
選
択
す

る
事
で
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
間
が
出
来
、
双

方
の
バ
ラ
ン
ス
を
上
手
く
保
つ
こ
と
に
よ
り

有
意
義
な
生
活
を
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し

た
。

　
二
つ
目
は
、
先
生
の
分
か
り
や
す
く
、
面

白
い
講
義
内
容
で
す
。
私
が
専
攻
し
て
い
た

心
理
学
や
教
育
学
に
、
よ
り
一
層
の
興
味
を

持
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
個
人
的

な
質
問
に
親
身
に
な
っ
て
応
え
て
頂
い
た
こ

と
や
雑
談
な
ど
も
思
い
出
と
し
て
残
っ
て
い

ま
す
。

　
最
後
に
、
私
が
充
実
し
た
学
生
時
代
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
先
生
方
は
も
ち

ろ
ん
、
大
学
で
出
会
っ
た
友
人
達
の
支
え
が

あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
同
じ
分
野
を

学
ぶ
中
で
、
情
報
共
有
や
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
意

見
を
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
で
皆
が
集
ま
っ
て
楽
し
ん
だ
こ
と
な
ど
忘

れ
ら
れ
な
い
思
い
出
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
気

付
け
ば
、
あ
っ
と
い
う
間
の
四
年
間
で
し
た
。

家
政
科　
11
回
生

�

高　
澤　
ま
き
子
（
旧
姓�

峯
岸
）

　
私
が
入
学
し
た
頃
の
短
期
大
学
は
、
昔
の
１
号

館
の
校
舎
と
体
育
館
が
あ
る
だ
け
で
し
た
。
通
学

時
は
エ
ン
ジ
色
の
制
服
に
白
の
ボ
ー
タ
イ
つ
き
ブ

ラ
ウ
ス
を
着
用
、学
内
で
は
水
色
の
校
内
着
（
ジ
ャ

ン
パ
ー
ス
カ
ー
ト
）
に
着
替
え
て
授
業
を
受
け
て

い
ま
し
た
。
講
義
室
と
は
い
え
、
席
も
決
め
ら
れ

た
教
室
の
よ
う
で
し
た
。
年
間
行
事
で
は
キ
リ
ス

ト
教
行
事
や
大
学
祭
以
外
に
春
の
運
動
会
や
秋
の

競
技
大
会
、
遠
足
な
ど
が
あ
り
、
今
で
は
考
え
ら

れ
な
い
高
校
の
延
長
の
よ
う
な
学
生
生
活
を
送
っ

て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
で
も
、
当
時
の
私
た

ち
は
そ
れ
ら
の
行
事
に
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む

協
調
性
は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
教
職

員
の
方
々
が
学
生
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
接
し
て

下
さ
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
的
な
雰
囲
気
は
、
他
の
大

学
に
は
負
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
先
生
方
も

大
学
教
員
と
し
て
の
威
厳
が
あ
り
、
神
の
道
に
通

じ
る
生
き
方
の
規
範
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
私
は
母
校
に
残
り
、
後
輩
の
指
導
に
あ

た
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
私
自
身
、
あ
の

頃
の
学
生
時
代
に
描
い
て
い
た
儀
表
的
な
先
生
方

と
重
ね
合
わ
せ
て
み
る
と
程
遠
い
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
白
百
合
で
培
っ
た
奉
仕
の
精
神
「
他
人
様
の

た
め
に
何
で
も
さ
せ
て
い
た
だ
く
喜
び
」
を
も
ち
、

今
後
も
大
学
発
展
の
た
め
に
微
力
な
が
ら
尽
く
す

こ
と
が
出
来
た
ら
と
思
い
ま
す
。

家
政
科　
30
回
生

�

小　
西　
綾　
子

　
短
大
時
代
を
振
り
返
る
と
、
必
修
課
目

が
多
く
、
毎
日
授
業
や
レ
ポ
ー
ト
に
追
わ

れ
、
夢
中
で
過
ご
し
た
二
年
間
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
お
か
げ
様
で
、
栄
養
士
の
仕
事
に
就
き
、

職
場
は
度
々
変
わ
れ
ど
、
栄
養
士
一
筋
に

続
け
て
い
る
所
で
す
。

　
卒
業
後
に
仕
事
の
つ
な
が
り
で
、
先
輩

の
方
々
に
お
世
話
に
な
る
事
が
多
く
、
み

な
さ
ん
の
多
方
面
で
の
活
躍
を
耳
に
し
ま

す
と
、
い
つ
も
刺
激
を
受
け
、
努
力
の
糧

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
卒
業
生
の
方
々
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
絆
を
大
切
に
し
、
栄
養
士
と
し

て
、
新
し
い
情
報
や
知
識
を
高
め
、
日
々

の
業
務
に
励
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

家
政
科　
15
回
生

�

小
笠
原　
純　
子

　
自
然
に
恵
ま
れ
た
短
大
に
入
学
し
ま

も
な
く
の
頃
、
学
長
先
生
の
授
業
の
中

で
裏
山
を
散
策
し
た
り
、
種
蒔
き
を
す

る
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。
秋
に
は
収
穫

を
し
て
、
皆
で
美
味
し
く
戴
い
た
の
が

懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

ク
ラ
ス
対
抗
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
は
先

生
方
も
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
学

生
よ
り
〝
ハ
ッ
ス
ル
〟
し
て
頂
き
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
暫
く
ご
無
沙
汰

し
て
い
た
学
校
で
す
が
、
仙
台
白
百
合

女
子
大
学
創
立
50
周
年
記
念
講
演
会

で
は
渡
辺
和
子
先
生
の
貴
重
な
講
演

「
現
代
の
忘
れ
物
」
を
聴
講
さ
せ
て
頂

く
機
会
を
与
え
て
頂
き
感
謝
し
て
居
り

ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
同
窓
会

の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

同窓会　　50周年
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英
語
科　
７
回
生

�

熊　
谷　
治　
子

白
百
合
マ
ジ
ッ
ク

　
す
み
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
私
が
仙
台
白
百
合
で

発
し
た
最
初
の
言
葉
だ
っ
た
。
入
学
式
の
日
、

晴
れ
の
日
に
ふ
さ
わ
し
く
桜
が
満
開
の
そ
の
日
、

私
は
遅
刻
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
式
井
先
生
は
、微
笑
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
。
そ
の
優
し
さ
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ
れ
、
鮮
明
な
記
憶
の

ま
ま
永
久
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　
授
業
で
は
『
マ
ク
ベ
ス
』
を
読
ん
だ
。
フ
ィ

ロ
メ
ー
ヌ
先
生
の
講
義
は
と
て
も
刺
激
的
で
幾

度
と
な
く
質
問
を
し
た
。
有
難
い
こ
と
に
、
ど

ん
な
愚
問
に
も
快
く
答
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ

ん
な
温
か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
、
不
真
面
目

だ
っ
た
私
は
い
つ
の
ま
に
か
、
英
語
劇
、
ポ
エ

ト
リ
ー
・
リ
サ
イ
タ
ル
、
英
語
弁
論
大
会
、
エ

リ
ス
委
員
長
な
ど
、
い
ま
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
こ
と
へ
挑
戦
し
て
い
た
。

　
そ
し
て
現
在
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
学
科
で
英
語
を
教
え
て
い
る
と
は
驚
き
で
あ

る
。
ま
さ
に
、
白
百
合
マ
ジ
ッ
ク
と
し
か
言
い

よ
う
が
な
い
。

家
政
科　
11
回
生

�

松　
本　
あ
い
子

忘
れ
得
ぬ
思
い
出

　
同
窓
会
設
立
50
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨

年
の
同
窓
会
総
会
で
は
、
皆
様
に
温
か
く
還
暦
の
お
祝

い
を
し
て
頂
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
懐
か
し

い
短
大
生
活
は
、
和
や
か
な
学
風
の
中
、
諸
先
生
方
が

身
近
に
感
じ
る
様
な
き
め
細
や
か
な
授
業
に
、
沢
山
の

知
識
と
白
百
合
精
神
の
心
豊
か
な
女
性
に
と
育
ん
で
頂

い
た
こ
と
に
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。
卒
業
と
同
時
に
母
校

に
就
職
さ
せ
て
頂
き
大
変
嬉
し
く
感
謝
し
な
が
ら
、益
々

の
発
展
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

家
政
科　
３
回
生

�
納　
庄　
克　
子
（
旧
姓�

佐
藤
）

「
お
も
い
で
」

　
私
が
入
学
し
た
の
は
、
創
立
三
年
目
の
出
来
立

て
ほ
や
ほ
や
の
短
大
で
し
た
。
回
り
は
今
の
よ
う

な
風
景
と
は
ま
っ
た
く
違
い
、
校
舎
が
ぽ
つ
ん
と

本
田
山
の
上
に
建
っ
て
お
り
ま
し
た
。
毎
朝
砂
利

道
の
本
田
山
の
坂
を
息
を
切
ら
し
な
が
ら
歩
い
た

も
の
で
す
。
車
が
来
れ
ば
、
埃
が
舞
い
上
が
り
、

よ
く
口
を
塞
ぎ
目
を
擦
す
っ
た
も
の
で
す
。
坂
道

の
途
中
に
小
さ
な
お
店
が
あ
り
、
時
々
寄
っ
て
お

腹
を
満
た
し
た
り
喉
を
潤
お
し
た
り
（
買
い
食
い

と
も
言
い
ま
し
た
）
と
、
と
て
も
長
閑
な
通
学
風

景
で
し
た
。
短
大
は
二
年
間
の
短
い
枠
組
の
中
で

定
め
ら
れ
た
科
目
を
熟
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
為
、

日
々
び
っ
し
り
勉
学
詰
め
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今

思
え
ば
と
て
も
充
実
し
た
学
生
時
代
を
過
ご
せ
た

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
で
は
〝
ナ
ン
セ
ン
ス
〟
と
言
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
小
豆
色
の
制
服
が
あ
り
ま
し
た
。
学

生
達
に
は
人
気
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
毎
日

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
気
を
使
う
こ
と
な
く
楽
で
と
て

も
重
宝
し
ま
し
た
。

　
半
世
紀
の
時
を
経
て
、
同
窓
会
事
務
局
の
方
々

と
御
縁
が
あ
り
、
卒
業
し
て
か
ら
初
め
て
な
つ
か

し
い
校
舎
を
見
、
御
存
命
の
マ
ス
ー
ル
と
も
お
逢

い
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
心
の
隅
に
い
つ
も

白
百
合
の
精
神
を
持
ち
つ
つ
人
生
を
歩
ん
で
来
た

事
も
事
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
白
百
合
の
精
神
が
脈
々
と
学
生
の
皆
さ
ん
に
受

け
継
が
れ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

英
語
科　
４
回
生�

兵　
藤　
恵　
久

　
同
窓
会
が
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
「
平
成
」
が
始
ま
っ
た
翌
年
、
仙
台
白
百
合
短
期
大
学
の
入
学
式

場
に
は
、
保
護
者
と
間
違
わ
れ
そ
う
な
ス
ー
ツ
姿
の
私
。
そ
こ
か
ら

の
2
年
間
、
高
校
と
は
違
う
雰
囲
気
に
も
慣
れ
、
学
内
外
に
お
い
て

充
実
し
た
日
々
で
し
た
。
担
任
の
式
井
先
生
（
現
・
白
百
合
学
園
理

事
長
）
に
な
ん
の
た
め
ら
い
も
な
く
「
ベ
ー
ル
を
取
っ
た
ら
ど
ん
な

髪
型
な
の
で
す
か
？
」
と
聞
い
た
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
タ
ブ
ー
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
今･･･

思
い
ま
す
。

　
昨
年
の
同
窓
会
総
会
で
は
卒
業
し
て
25
周
年
と
し
て
、
顧
問
の
和

田
先
生
よ
り
記
念
品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
は
還
暦
！
同
窓
会
の

ま
す
ま
す
の
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

国
際
教
養
学
科　
10
回
生

　
同
窓
会
五
十
周
年
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

仙
台
白
百
合
女
子
大
学
を
卒
業
し
て
、
八
年
に
な

り
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
の
大
学
生
活
は
大
切
な

友
人
と
出
会
い
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
る
事
が

出
来
た
四
年
間
で
し
た
。
明
る
く
綺
麗
な
学
生
食

堂
ス
テ
ラ
マ
リ
ス
で
友
人
と
お
昼
を
食
べ
て
い
ろ

ん
な
話
を
し
て
笑
っ
て
い
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
ま
た
、
浅
野
浩
子
先
生
の
ゼ
ミ
で
は
、
秘
書
学

に
つ
い
て
学
ば
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
卒
業
後
、
社

会
生
活
に
お
い
て
も
あ
の
時
学
ん
だ
事
が
活
か
さ

れ
て
い
ま
す
。
就
職
活
動
の
時
は
、就
職
課
の
方
々

に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
私
は
今
、
私
立
大
学
事
務
職
員
と
し
て
働
い
て

お
り
ま
す
。
白
百
合
女
子
大
学
で
学
ば
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
を
活
か
し
、
四
年
間
お
世
話
に
な
っ

た
方
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
卒
業
生
と
し
て
の

誇
り
を
持
ち
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
母
校
の
益
々
の
ご
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

人
間
発
達
学
科　
８
回
生

�

堀　
内　
裕　
子

同
窓
会
50
周
年

　
私
は
親
身
に
教
え
て
下
さ
る
先
生
方
の
お
か
げ

で
様
々
な
知
識
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

社
会
人
と
し
て
「
常
に
自
ら
考
え
、
行
動
す
る
こ

と
の
大
切
さ
も
学
び
ま
し
た
。

　
今
後
も
「
い
つ
も
喜
ん
で
い
な
さ
い
。
絶
え
ず

祈
り
な
さ
い
。
ど
ん
な
こ
と
に
も
感
謝
し
な
さ
い
。」

と
言
う
、
テ
サ
ロ
ニ
ケ
五
章
十
六
節
の
聖
句
を
教

訓
と
し
て
生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

家
政
科　
26
回
生

�

Ｉ
・
Ｒ

　
全
て
に
旺
盛
で
、
特
に
食
べ
る
こ
と
に
は

貪
欲
で
し
た
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
宣
言
を
し
な
が

ら
、
お
昼
は
何
に
し
よ
う
か
と
考
え
た
も
の

で
す
。
大
学
周
辺
は
店
も
少
な
く
学
生
食
堂

で
過
ご
す
時
間
は
特
に
楽
し
か
っ
た
思
い
出

で
す
。
白
百
合
ラ
ン
チ
の
他
に
麺
類
・
丼
類

と
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に

中
華
丼
４
２
０
円
は
量
・
味
と
も
に
満
足
さ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ラ
ー
メ
ン
の
器
に
ご
飯

が
ぎ
っ
し
り
と
盛
ら
れ
、
野
菜
い
っ
ぱ
い
の

中
華
あ
ん
が
た
っ
ぷ
り
と
か
か
っ
て
い
ま
し

た
。
今
で
は
完
食
も
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

学
生
総
会
で
「
食
堂
の
席
取
り
禁
止
」
が
決

定
し
て
も
、
履
修
時
間
が
異
な
る
友
人
と
連

携
し
こ
っ
そ
り
席
を
確
保
し
た
も
の
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
些
細
な
日
常
か
ら
、
友
人
と
一

緒
に
知
恵
を
絞
り
協
力
す
る
大
切
さ
を
学

び
、身
に
つ
け
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
笑
）

家
政
科　
２
回
生�

千　
葉　
洋　
子

朝
の
風

　
一
九
六
六
年
に
松
森
の
本
田
山
の
地
に
誕
生
し
た
仙
台
白
百
合
短

期
大
学
。
そ
し
て
一
九
九
六
年
に
は
四
年
制
女
子
大
学
へ
と
受
け
継

が
れ
、
創
設
五
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
た
。

　
そ
の
当
時
、
旧
短
大
一
号
館
の
四
階
大
講
義
室
に
於
て
、
毎
朝
バ

イ
ブ
ル
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
た
。

　
朝
の
祈
り
と
聖
歌
は
、
校
舎
の
隅
々
に
も
響
き
、
全
学
を
あ
げ
て
、

心
を
一
つ
に
す
る
祈
り
で
あ
っ
た
。〝
い
つ
も
喜
ん
で
い
な
さ
い
。
た

え
ず
祈
り
な
さ
い
い
つ
も
感
謝
し
な
さ
い
〟
と
聖
歌
を
歌
う
時
に
は
、

学
生
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
、「
か
け
が
え
の
な
い
存
在
」
と
し
て
接

し
て
下
さ
っ
た
白
百
合
精
神
で
あ
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
、
何
と
も

優
し
い
朝
の
風
が
吹
き
渡
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

　
今
更
の
よ
う
に
、
無
量
の
感
慨
を
覚
え
る
。

家
政
科　
12
回
生�

Ｎ
・
Ｙ

　

東
日
本
大
震
災
の
傷
が
未
だ
癒
え
ま
せ
ん
が
、

私
は
短
大
時
代
に
宮
城
県
沖
地
震
に
遭
遇
し
ま
し

た
。
校
門
を
出
た
坂
道
の
途
中
で
、
突
然
の
大
き

な
揺
れ
に
路
上
に
へ
た
り
込
む
と
次
の
瞬
間
、
目

の
前
の
道
に
大
き
な
亀
裂
が
走
り
ま
し
た
。
私
の

膝
は
血
が
に
じ
み
、
無
残
に
も
片
方
の
靴
の
ヒ
ー

ル
が
取
れ
て
い
ま
し
た
。
ヒ
ー
ル
の
無
い
ま
ま
七

北
田
の
商
店
街
ま
で
歩
く
と
、
目
の
前
に
飛
び
込

ん
で
き
た
も
の
は
、
酒
屋
の
前
の
割
れ
た
大
量
の

酒
瓶
と
流
れ
出
し
た
大
量
の
お
酒
で
し
た
。
私
は
、

こ
の
時
初
め
て
被
害
の
大
き
さ
を
知
り
、
家
族
の

安
否
を
気
遣
い
な
が
ら
何
と
か
家
ま
で
帰
っ
て
来

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
も
う
一
つ
忘
れ
ら
れ
な
い
の
が
書
道
部
で
の
活

動
で
す
。
中
で
も
記
念
館
で
の
合
宿
は
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
思
い
出
の
一
つ
で
す
。
作
品
を
仕
上

げ
る
た
め
に
汗
を
流
し
、
皆
で
夕
飯
を
作
り
、
遅

く
ま
で
お
し
ゃ
べ
り
や
ト
ラ
ン
プ
を
し
て
騒
い
だ

日
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
あ
れ
か
ら
四
十
年

に
も
な
り
ま
す
が
、
今
も
そ
の
時
の
メ
ン
バ
ー
で

集
ま
っ
て
は
、
短
大
時
代
の
思
い
出
話
に
花
を
咲

か
せ
て
い
ま
す
。

同窓会　　50周年



同窓会事務局では、通年、バザー品を募集しております。お家で不用になっている品（食器類、タオル、衣類など）が
ありましたらぜひご協力お願い致します。　【連絡先】　仙台白百合女子大学同窓会事務局　☎ 022（372）3595

　平成29年度白百合祭の10月28日（土）、29日（日）両日、
同窓会では、ホームカミング・バザーを開催いたしました。
　卒業以来の来校で、すっかり変わった大学の様子に、
短大時代の名残を見つけては懐かしみ、恩師・旧友との
久しぶりの再会を拝見し、とても嬉しく思っております。
　バザーでは、毎回完売の函館五島軒レトルトカレー
（キーマカレー・野菜カレー）・白百合マーク入りクッキー
の他に、皆様からご協力いただいた、衣類・アクセサ
リー・食器・生活雑貨・手芸用品・雑巾・文具をはじめ、
お着物・羽織・帯など、回をかさねる毎に賑わいを増し

ています。
　バザー品のご協力、ご支援くださいました皆様、当
日お手伝いくださいました同窓生の皆様、そしてホー
ムカミング・バザーにお出でくださった皆様に感謝申し
上げます。ありがとうございました。
　同窓生の皆様、是非遊びにいらして下さい。
　事務局一同楽しみにお待ちしております。
　なお、バザー売上金はチャリティーとしてカリタスの
丘・ありのまま舎等へご寄付させていただきました。

　2017年10月28日、29日に第52回白百合祭が開催されま
した。２日目はあいにくの天気となりましたが、両日とも
にたくさんのお客様にご来場いただき、大盛況のうちに
幕を閉じることができました。今年度の白百合祭は、毎
年恒例のもちまきや学生会役員によるスタンプラリー、
１日目は吉沢亮さん、２日目は加藤一二三先生によるトー
クショーを通じて本学の学生とお客様が共に楽しい時間
を過ごしていただけたのではないかと感じております。

　委員長というような大役を務めた経験はなく、最初
は不安でした。しかし、白百合祭を通して得た仲間と
共に、一つのものを創り上げたという達成感が今後の
私を支えてくれる心の糧になると信じています。
　最後ではございますが、本大学祭にご尽力いただき
ました企業の皆さまや地域の皆さま、大学祭関係者の
皆さまにこの場をお借りいたしまして厚く御礼申し上
げます。

ホームカミング「バザー」

第 52回白百合祭を終えて

　1966年12月号の「支部便り」（シャルトル聖パウロ修道女会日
本管区で当時発行していたニュースレター）の中に次のような
記事がありました。「松の梢をわたる風の爽やかさに、時折ファ
ティマの聖母のチャイムが流れる静かな山の中、右に蔵王の連
峰を、前面に田圃を隔てて丘陵の間より点々と、黒松・旭ヶ丘・
南光台等の団地を望む地点に建つ近代的な校舎は、国道４号線
（旧街道）を行く人々の視線を捉えます。ここ宮城県宮城郡泉町
松森字本田46番地に本年４月より仙台白百合短期大学が誕生い
たしました。…まだ職人が出入りしているこの校舎に３月末に
３人のスールが先発として仙台修道院より移住いたしました。

…コンクリートの吹き付けのための足場が窓より校舎にかけて
あり、仕事熱心な左官職人が、「今夜12時に来ますから開けてお
いて下さい。セメント塗りに丁度よい堅さになっている頃です
から…と言われた時には私どもはビックリいたしました」。（実
は、しっかり鍵を掛けて寝なければ…と思っていたので…）
　こうして始まった七北田修道院に住むことになった３名のスー
ル、現在の泉区とは全く違う雑木林の山の中で『人里離れたとこ
ろ』に来たような心細さを感じました。夜になると辺りは深い闇
に包まれ、遥か遠くにポツンと見える農家の灯火と、変電所から
聞こえて来るブーンという鈍い音のみ。『用心棒』として連れて
来た筈の柴犬“ロック”もさすがに寂しさに耐えかねた様子で食べ
もせず、眠りもしないのでノイローゼ気味になってしまいました。
私達は毎晩ロックのお見舞い。「ロック、このハンバーグとても
美味しいよ。お願いだから食べて！！」と宥めたりする有様。ど
ちらが番をしているのか分からない日々でした。

　しばらくして若い門衛さん
が来てからは、一緒に遊んだ
り、散歩に連れて行って貰っ
たりして力を取り戻し、短期
大学が始まってからはすっか
り元気になり、学生達のアイ
ドルになりました。

短期大学が始まる前のこと

和田　美稚子

星川　茉月2017 年白百合祭実行委員長　4年

同窓会顧問

〈同窓会からの寄贈〉

当時の番犬“ロック”

こぶしステラマリスのマリア像 マリア像 ピアノ

8 ｜　第 47 号　｜　仙台白百合女子大学・仙台白百合短期大学  同窓会報



同窓会事務局では、通年、バザー品を募集しております。お家で不用になっている品（食器類、タオル、衣類など）が
ありましたらぜひご協力お願い致します。　【連絡先】　仙台白百合女子大学同窓会事務局　☎ 022（372）3595

　平成29年度白百合祭の10月28日（土）、29日（日）両日、
同窓会では、ホームカミング・バザーを開催いたしました。
　卒業以来の来校で、すっかり変わった大学の様子に、
短大時代の名残を見つけては懐かしみ、恩師・旧友との
久しぶりの再会を拝見し、とても嬉しく思っております。
　バザーでは、毎回完売の函館五島軒レトルトカレー
（キーマカレー・野菜カレー）・白百合マーク入りクッキー
の他に、皆様からご協力いただいた、衣類・アクセサ
リー・食器・生活雑貨・手芸用品・雑巾・文具をはじめ、
お着物・羽織・帯など、回をかさねる毎に賑わいを増し

ています。
　バザー品のご協力、ご支援くださいました皆様、当
日お手伝いくださいました同窓生の皆様、そしてホー
ムカミング・バザーにお出でくださった皆様に感謝申し
上げます。ありがとうございました。
　同窓生の皆様、是非遊びにいらして下さい。
　事務局一同楽しみにお待ちしております。
　なお、バザー売上金はチャリティーとしてカリタスの
丘・ありのまま舎等へご寄付させていただきました。

　2017年10月28日、29日に第52回白百合祭が開催されま
した。２日目はあいにくの天気となりましたが、両日とも
にたくさんのお客様にご来場いただき、大盛況のうちに
幕を閉じることができました。今年度の白百合祭は、毎
年恒例のもちまきや学生会役員によるスタンプラリー、
１日目は吉沢亮さん、２日目は加藤一二三先生によるトー
クショーを通じて本学の学生とお客様が共に楽しい時間
を過ごしていただけたのではないかと感じております。

　委員長というような大役を務めた経験はなく、最初
は不安でした。しかし、白百合祭を通して得た仲間と
共に、一つのものを創り上げたという達成感が今後の
私を支えてくれる心の糧になると信じています。
　最後ではございますが、本大学祭にご尽力いただき
ました企業の皆さまや地域の皆さま、大学祭関係者の
皆さまにこの場をお借りいたしまして厚く御礼申し上
げます。

ホームカミング「バザー」

第 52回白百合祭を終えて

　1966年12月号の「支部便り」（シャルトル聖パウロ修道女会日
本管区で当時発行していたニュースレター）の中に次のような
記事がありました。「松の梢をわたる風の爽やかさに、時折ファ
ティマの聖母のチャイムが流れる静かな山の中、右に蔵王の連
峰を、前面に田圃を隔てて丘陵の間より点々と、黒松・旭ヶ丘・
南光台等の団地を望む地点に建つ近代的な校舎は、国道４号線
（旧街道）を行く人々の視線を捉えます。ここ宮城県宮城郡泉町
松森字本田46番地に本年４月より仙台白百合短期大学が誕生い
たしました。…まだ職人が出入りしているこの校舎に３月末に
３人のスールが先発として仙台修道院より移住いたしました。

…コンクリートの吹き付けのための足場が窓より校舎にかけて
あり、仕事熱心な左官職人が、「今夜12時に来ますから開けてお
いて下さい。セメント塗りに丁度よい堅さになっている頃です
から…と言われた時には私どもはビックリいたしました」。（実
は、しっかり鍵を掛けて寝なければ…と思っていたので…）
　こうして始まった七北田修道院に住むことになった３名のスー
ル、現在の泉区とは全く違う雑木林の山の中で『人里離れたとこ
ろ』に来たような心細さを感じました。夜になると辺りは深い闇
に包まれ、遥か遠くにポツンと見える農家の灯火と、変電所から
聞こえて来るブーンという鈍い音のみ。『用心棒』として連れて
来た筈の柴犬“ロック”もさすがに寂しさに耐えかねた様子で食べ
もせず、眠りもしないのでノイローゼ気味になってしまいました。
私達は毎晩ロックのお見舞い。「ロック、このハンバーグとても
美味しいよ。お願いだから食べて！！」と宥めたりする有様。ど
ちらが番をしているのか分からない日々でした。

　しばらくして若い門衛さん
が来てからは、一緒に遊んだ
り、散歩に連れて行って貰っ
たりして力を取り戻し、短期
大学が始まってからはすっか
り元気になり、学生達のアイ
ドルになりました。

短期大学が始まる前のこと

和田　美稚子

星川　茉月2017 年白百合祭実行委員長　4年

同窓会顧問

〈同窓会からの寄贈〉

当時の番犬“ロック”

こぶしステラマリスのマリア像 マリア像 ピアノ
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年会費　ご協力ありがとうございました

　2018年３月15日（木）、本学講堂にて人間学部19回生の同窓会入会式が行われました。
　マリア様に見守られ、271名の新会員を迎える事が出来た事を嬉しく思います。
　卒業生の皆様には、大学生活で学んだ多くの事を原動力に、益々のご活躍と、ご多幸
を心よりお祈りいたします。

平成 29 年度入会式

第50回 同窓会総会
期日：2018年６月10日（日）
会場：仙台ロイヤルパークホテル
お申し込み方法など、詳細につきましては別紙をご覧ください。

「卒業25周年を祝う会」
「還暦を祝う会」

　今年は、短大家政科 12回生と家政科 26回生と
英語科 5回生が対象となります。
　詳細につきましては、別紙をご覧ください。

　卒業時に納入していただきました終身会費は、通信費等に使われておりましたが、諸般の値上がり等により、
60 才以上の方に年間 2,000 円の会費のご協力をお願いしております。
　尚、60 歳をお迎えにならなくても、ご賛同を頂けます方はご協力よろしくお願いいたします。
　会費は、下記の口座へお振込下さるようにお願いいたします。

記

 ●ゆうちょ銀行　02280-2-137248
 ●加入者名　仙台白百合女子大学同窓会
 　送金なさる時、回生も書いてください。（封筒の名前の下に書いてあります。）（例　家政科1回生）
 ●年　会　費　2,000円
 　振り込み手数料はご負担をお願いいたします。

昨年度ご協力いただいた皆様方に、深くお礼申し上げます

年会費お支払のお願い

― 同窓会より 記念品 ―
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　2017年11月1日（水）　本学講堂にて死者祈念ミサが行われま
した。
　ご逝去なされた方の情報がお分かりになりましたら、事務局ま
でお知らせ下さいますようお願いいたします。

訃　報　　謹んでお悔やみ申し上げます。

〈短大〉
回生 科 組 名　前

21 家政 食 小野寺　範
のり　こ

子 （2017 年 3月）
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2014年（平成26年度）年会費
家政科１回生 張 本　 和 美

〃 浅 野　 恵 子
〃 山口　冨美子
〃 渡 辺　 博 子

家政科２回生 小原　由利子
〃 千 葉　 洋 子
〃 柴田　勢津子
〃 佐々木　京子
〃 丹野　恵美子
〃 細 田　 春 江

家政科３回生 倉 田　 眞 子
〃 納 庄　 克 子
〃 小 野　 麗 子
〃 阿部　美恵子
〃 高橋　いく子
〃 木村　恵美子
〃 三浦　ひさえ

家政科４回生 川 上　 麗 子
家政科５回生 小倉　美代子

〃 塚 本　 良 子
家政科７回生 齋 藤　 和 江
家政科８回生 髙橋　千恵子

〃 市川　ふき子
〃 鈴 木　　 睦
〃 大友　かおる
〃 浅野　千賀子

家政科12回生 矢 口　 章 江
家政科13回生 坂 本　 典 子
家政科14回生 村上　恵久子
家政科16回生 白 鳥　 マ リ
家政科21回生 道源　亜紀子
家政科24回生 板 倉　 礼 恵
英語科４回生 斎 藤　 環 江

女子大学栄養２回生 古 澤　 洋 恵
女子大学人間発達７回生 弥藤　扶美絵
女子大学生活福祉８回生 古 川　 知 子

2015年（平成27年度）年会費
家政科１回生 牧野　美代子

〃 堀 江　 秋 子
〃 鈴 木　 和 美
〃 中 沢　 定 子
〃 高 橋　 和 恵
〃 髙 橋　 公 子
〃 渡 辺　 節 子
〃 下 田　 啓 子
〃 小 林　 明 子
〃 佐 藤　 牧 子
〃 工 藤　 美 子
〃 浅 野　 恵 子
〃 新 木　 和 美
〃 渡 辺　 博 子

家政科２回生 佐 藤　 礼 子
〃 狩 野　 百 合
〃 千 葉　 洋 子
〃 柴田　勢津子
〃 久米本　洋子
〃 大畑　みち子
〃 佐々木　京子

〃 齋 藤　 千 晴
家政科３回生 斎藤　千寿子

〃 辻 野　 道 子
〃 佐 藤　 正 子
〃 小 野　 麗 子
〃 阿部　美恵子

家政科４回生 髙 橋　 成 美
家政科５回生 土 屋　 成 子

〃 塚 本　 良 子
家政科６回生 餅　　由美子
家政科７回生 萱場　マサエ
家政科８回生 髙橋　千恵子

〃 市川　ふき子
〃 佐々木　嘉子

家政科９回生 大道寺　桂子
〃 渡辺　扶美江
〃 武 藤　 美 幸

家政科16回生 白 鳥　 マ リ
家政科20回生 柴 田　 順 子

2016年（平成28年度）年会費
家政科１回生 小 野　 慶 子

〃 渡 辺　 博 子
〃 小 林　 明 子
〃 木 村　 良 子
〃 鈴 木　 房 子
〃 浅 野　 恵 子
〃 中 谷　 和 子
〃 久保田美知子
〃 工 藤　 美 子
〃 佐藤　さだ子
〃 千 葉　 悦 子
〃 服 部　 き み
〃 大 塚　 洋 子

家政科２回生 狩 野　 百 合
〃 久米本　洋子

家政科３回生 斎藤　千寿子
〃 木村　恵美子
〃 三浦　ひさえ
〃 阿部　美恵子
〃 小 野　 麗 子
〃 内村　由紀子
〃 青 山　 映 子
〃 納 庄　 克 子
〃 内 藤　 洋 子

家政科４回生 川 上　 麗 子
〃 岸 野　 良 子

家政科５回生 塚 本　 良 子
〃 大江　由美子
〃 小倉　美代子

家政科６回生 餅　　由美子
〃 木 幡　 文 子
〃 渡 部　 裕 子

家政科７回生 佐 藤　 昌 子
〃 齋 藤　 和 江

家政科８回生 鈴 木　　 睦
〃 深 沢　 博 子
〃 髙橋　千恵子
〃 佐々木　嘉子

家政科９回生 熊 野　 久 子

〃 松 岡　 裕 子
〃 森 田　 郁 子

家政科10回生 加 藤　 隆 子
〃 千 葉　 恭 子
〃 山田　千恵子
〃 橋浦　美智子
〃 高 橋　 昭 子
〃 近 藤　 敦 子
〃 小石川　泰子
〃 菅 井　 幸 子

家政科16回生 望 月　 滋 子
〃 白 鳥　 マ リ

家政科18回生 田 中　 依 子
家政科20回生 柴 田　 順 子

女子大学生活福祉８回生 古 川　 知 子

2017年（平成29年度）年会費
家政科１回生 小 野　 慶 子

〃 山口　冨美子
〃 渡 辺　 博 子
〃 中 谷　 和 子
〃 工 藤　 美 子
〃 小 林　 明 子
〃 浅 野　 恵 子
〃 服 部　 き み
〃 千 葉　 悦 子
〃 佐 藤　 牧 子

家政科２回生 大畑　みち子
〃 佐々木　京子
〃 戸 田　 真 弓
〃 狩 野　 百 合
〃 坂 田　 悦 子

家政科３回生 小 野　 麗 子
〃 斎藤　千寿子
〃 阿部　美恵子
〃 北 目　 順 子
〃 白根　真知子

家政科５回生 塚 本　 良 子
〃 高 野　 和 子
〃 小倉　美代子

家政科６回生 餅　　由美子
〃 木 幡　 文 子
〃 渡 部　 裕 子

家政科７回生 萱場　マサエ
家政科８回生 深 沢　 博 子

〃 府中　百合子
〃 髙橋　千恵子
〃 鈴 木　　 睦
〃 齋 藤　 章 惠
〃 及 川　 純 子
〃 佐々木　嘉子

家政科９回生 熊 野　 久 子
〃 松 岡　 裕 子

家政科10回生 三浦　とし子
〃 鎌 田　 則 子
〃 佐 藤　 伸 子

家政科20回生 柴 田　 順 子
家政科21回生 道源　亜紀子

女子大学生活福祉８回生 古 川　 知 子
（平成30年2月末現在）
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● 編集者
阿部美恵子（家政科 ３回生）　塚本　良子（家政科 ５回生）
斉藤　礼子（家政科１５回生）　西條るり子（家政科１５回生）

〈 退　職 〉
人間発達学科
 教　授 山口　榮一
 准教授 妹尾　知昭
 准教授 沼澤　清一
 特任講師 岩淵　摂子
 講　師 中村　俊哉
心理福祉学科
 講　師 松﨑吉之助
健康栄養学科
 特任教授 鈴木　裕一
 教　授 宮下ひろみ
グローバル・スタディーズ学科
　特任教授 植竹由美子
教務課 小山田真理子
国際交流センター
   鈴木　和裕
   浅野　香織
キャリアセンター
   鈴木　麻夕
保健室 津田美和子

〈 新　任 〉
人間発達学科
 特任教授 佐野　裕子
 任期付講師 千　　凡晋
 任期付講師 大木　葉子
 任期付講師 呂　　光暁

心理福祉学科
 任期付講師 中嶋みどり

事務局長 芳賀　　茂

教務課 栁　　愛子

国際交流センター
   千葉　智枝

保健室 原田　香奈

平成 29年度　会計報告
平成29年度　決算報告

平成30年度　予算（案）

繰 越 金（平成28年度）
終身会費（平成29年度）
年 会 費
利 　 息
特 別 収 入
入 会 式
会 議 費
総 会 費
会 報 費
慶 弔 費
事 務 費
特 別 事 業 費
予 備 費

15,770,466
4,095,000
92,000
509
0
0
0

604,400
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0

162,750
39,790
907,007
987,942
64,800

1,043,872
10,000

0

定期預金・普通預金を含む
女子大学 19回生（273 名）
通信費等
預金利息（普通・定期）

卒業記念品等
幹事会・役員会等
会場費・飲み物代等
会報印刷・郵送料等
花代（入学式・卒業式）・その他
電話料・文具・パート代等
ホームカミング・大学祭広告
その他

項　　目 収　入 支　出 備　　考

合　　計 20,562,375 3,216,161
平成 30 年 3月31日次度繰越金 17,346,214 円

繰 越 金
終 身 会 費
年 会 費
利 息
特 別 収 入
入 会 式
会 議 費
総 会 費
会 報 費
慶 弔 費
事 務 費
特 別 事 業 費
予 備 費

17,346,214
3,810,000
100,000
509
0
0
0

700,000
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0

200,000
50,000

1,100,000
1,200,000
100,000
1,300,000
50,000
500,000

定期預金・普通預金を含む
女子大学 20回生（254 名）
通信費等
預金利息（普通・定期）

卒業記念品等
幹事会・役員会等
会場費・飲み物代等
会報印刷・郵送料等
花代（入学式・卒業式）・その他
電話料・文具・パート代等
ホームカミング・大学祭広告等
同窓会発足 50 周年記念関連等

項　　目 収　入 支　出 備　　考

合　　計 21,956,723 4,500,000
差引次年度繰越予定額 17,456,723 円

　第49回同窓会総会は、平成29年６月４日（日）に仙台ロ
イヤルパークホテルにて開催されました。
　今回は、家政科25回生と英語科４回生が短大を卒業して
から25周年を迎えました。同窓会よりお心尽くしの記念品
を戴きました。改めて御礼申し上げます。遠方から参加し
てくれた同級生もおり、25年の空白を感じる事無く、近況
報告や思い出話に時が経つのを忘れる程でした。
　総会では、髙橋伸子先生の講演を拝聴し、先生方の熱意
あふれる授業に精一杯ついていこうとした事、英語劇や英
語のスピーチ大会、教会でのクリスマスミサ用クッキー作
り等に参加した事が思い起こされました。
　還暦のお祝いの皆様と同室で行った同期会では、家政科

の髙橋伸子先生、小村毅先生、千葉洋子先生、英語科の式
井久美子先生と芳野総子先生に御出席戴きまして、懐しい
思い出話に胸が熱くなりました。千葉洋子先生指揮による
出席者全員での「み母マリア」の合唱に、清浄な空気の中、
全員の心が一つになりました。
　また、通常とは異なる「逆ビンゴゲーム」では、１つも
開かなかった人が勝ちというルールに会場が笑顔と歓声に
包まれました。
　最後になりますが、この様な、かけがえの無い時を与え
て下さいました先生方、並びに御尽力戴きました皆様に厚
く御礼申し上げますと共に、母校並びに同窓会の益々の御
発展と皆様の御健康を心よりお祈り申し上げます。

仙台白百合女子大学19回生

人間発達学科

 Ａ 内出　依里／小川　朱音

 Ｂ 早坂　真由／藤井　虹花

心理福祉学科  遠藤　亜紀／志村　郁奈

健康栄養学科

 Ａ 五十嵐さと子／五十嵐有香

 Ｂ 武田　沙英／千葉　美咲

 グローバル・スタディーズ学科

 Ａ 佐々木彰子／坂元　美咲

 Ｂ 赤間　結衣／澁谷　　陽

新 幹 事 紹 介

　同窓会では、大学より提供いただいた同窓会名簿は
同窓会会報の発送と幹事へのお知らせのために利用さ
せていただいております。
　還暦祝い・25周年の祝い・同期会などの必要と認め
られる場合のご連絡については、代表者（学年幹事等）
の方に、使用目的の誓約書を提出していただくことを
お願いしております。
　このように、個人情報については適切に取り扱って
おります。
 住所・姓名に変更が生じた場合は、事務局までご連
絡ください。その際、下記の事項をお忘れなくご記入
の上、電話・ハガキまたはファックスにてお知らせくだ
さいますようお願いいたします。

記
●氏名（現・旧）　　●住所（現・旧）
●電話番号　　●学科・回生・クラス

【連絡先】
仙台白百合女子大学
仙台白百合短期大学　同窓会事務局

〒981-3107　仙台市泉区本田町６－１
TEL・FAX　（022）372-3595
（毎週木曜日開局）

同窓会事務局からのお知らせ

英語科 4回生　岡田　恵子同窓会総会に出席して
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